平成１８年度第１回北九州市立図書館協議会　会議録
１　会議名
平成１８年度第１回北九州市立図書館協議会
２　議　　題　（報告）
（1） 平成１７年度図書館事業について
（2） 平成１７年度図書館の指定管理者の評価結果について
（3） 中央図書館業務の一部民間委託について
３　開催日時
平成１８年１０月２６日（木）
１４時００分　～　１５時００分
４　開催場所
北九州市立中央図書館館内
視聴覚センター第２会議室
５　出席者氏名
（１）　委員（棚次会長以下８名、欠席委員７名、欠員２名）
北九州市立大学学術情報総合センター長　棚次　奎介
福岡県立小倉高等学校長　　　　　　　　廣渡　務
北九州市私立幼稚園連盟理事　　　　　　有益　節子
北九州市ＡＶＥの会副会長　　　　　　　長谷川　英代
北九州市社会教育委員　　　　　　　　　服部　多恵子
北九州児童文化連盟理事　　　　　　　　佐山　幸子
北九州市保育所連盟小倉北支部副会長　　黒田　玲子
成人読書会「四季」会長　　　　　　　　石川　尚子
（２）　事務局（西岡中央図書館長以下１６名）
中央図書館長　　　　　　　　　　西岡　幸則
中央図書館副館長　　　　　　　　熊埜御堂　義明
中央図書館庶務課長　　　　　　　井上　好二
中央図書館主幹　　　　　　　　　山田　信幸
中央図書館奉仕課長　　　　　　　山本　達臣
門司図書館長　　　　　　　　　　石沢　　修
若松図書館長　　　　　　　　　　原田　多賀子
八幡図書館長　　　　　　　　　　稲光　勇雄
戸畑図書館次長　　　　　　　　　江崎　裕一
中央図書館庶務課庶務係長　　　　平山　正浩
中央図書館庶務課資料係長　　　　永井　雄作
中央図書館庶務課主査　　　　　　林　　幸夫
中央図書館奉仕課奉仕第一係長　　豊田　善正
中央図書館奉仕課奉仕第二係長　　宮崎　昭二
視聴覚センター館長　　　　　　　久保川　博文
中央図書館庶務課庶務係　　　　　安部　てるみ
６　傍聴者
なし
７　会議次第
（１）　中央図書館長挨拶
（２）　図書館職員自己紹介
（３）　委員自己紹介
（４）　議事（報告、質疑応答）
８　会議経過（発言内容要旨）
　（１）　平成１７年度図書館事業について
（事務局）
資料『北九州市の図書館（年報）』に基づき、
①　図書館の開館日数、登録者数、貸出者数、貸出冊数
②　ひまわり文庫、団体文庫の貸出者数、貸出冊数
③　読書会の登録数、貸出冊数
④　その他団体貸出の貸出冊数
⑤　行政区別の登録者数、登録率
⑥　レファレンスの件数
⑦　相互貸借件数（市内、市外）
⑧　図書資料複写サービス件数
⑨　ホームページアクセス件数
⑩　視聴覚資料館内視聴数（視聴覚センター）
⑪　団体貸出用教材利用数（視聴覚センター）
⑫　団体貸出用機材利用数（視聴覚センター）
⑬　個人貸出利用状況の推移（経年変化）
⑭　図書館行事（読書奨励等行事）
⑮　図書館ボランティア事業
⑯　視聴覚センター行事
を説明。
（委員）
登録者数は、延人数ですか、また、例えば、2つの図書館に登録することができるのですか。
また、貸出者数の方はどうですか。
（事務局）
市内の図書館については、システムが共通なので、どこの図書館に登録しても１つとカウントします。
貸出者数は、貸出しする度に、1つとカウントします。従って、延人数となります。
（２）　平成１７年度図書館の指定管理者の評価結果について
（事務局）
資料に基づき、
①　趣旨
指定管理者制度の適正かつ効率的な運用を図るため、管理運営の状況、実績などを適切に評価し、その結果を次回以降の制度のあり方や指定管理者の選定などに反映させる。
②　評価結果
ア　門司図書館、大里分館、国際友好記念図書館
◆　評点
○　市民の平等利用、サービス向上等　　　　３点　（３点満点）
○　管理経費の低減　　　　　　　　　　　　２点　（３点満点）
○　適正な管理運営の確保　　　　　　　　　３点　（３点満点）
○　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　８点　（９点満点）
◆　総合評価
Ｓ評価　（特に優れている）
◆　評価の理由
○　市直営時に行なっていた行事等は全て引継がれている。
○　新規事業として、「中国語、モンゴル語による読み聞かせ」、「郷土史家による歴史講座」、「落語と絵本」等を開催し、利用者に好評であった。
○　アンケート結果でも、殆んどの利用者が満足と回答している。
○　市直営時より約２，８００万円経費が削減されている。
○　評価委員による現地調査の結果、協定書及び事業計画に基づく図書館業務は概ね適正かつ円滑に実施されている。
○　施設が老朽化し、駐車場も少ないが、研修を強化し、職員の資質向上を図ることで、図書館サービスの充実に努めている。
イ　戸畑図書館、戸畑分館
◆　評点
○　市民の平等利用、サービス向上等　　　　３点　（３点満点）
○　管理経費の低減　　　　　　　　　　　　２点　（３点満点）
○　適正な管理運営の確保　　　　　　　　　３点　（３点満点）
○　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　８点　（９点満点）
◆　総合評価
Ｓ評価　（特に優れている）
◆　評価の理由
○　市直営時に行なっていた行事等は全て引継がれている。
○　新規事業として、「ビジネス支援講座」、「教養講座」、「親子絵本作り教室」、「英語でブックスタート」等を開催し、新たな利用者を開拓した。
○　アンケート結果でも、殆んどの利用者が満足と回答している。
○　市直営時より約３，１００万円経費が削減されている。
○　評価委員による現地調査の結果、協定書及び事業計画に基づく図書館業務は概ね適正かつ円滑に実施されている。
○　施設が老朽化し、駐車場も少ないが、職員の対応により、図書館サービスの充実に努めている。
を説明。
（委員）
評価委員の構成ですが、委員は固定されているのですか。
（事務局）
委員は固定ではありません。
次回評価する時は、新たな委員になります。
（委員）
指定管理者制度導入により、図書館が活性化したと感じます。
評価結果もよかった。毎年きちんと評価を続けることが大切だと思います。
新規事業が色々あり、こどもに対する企画も織り込まれています。
これからも頑張って、よりよくなっていくのではないかと喜んでいます。
初めは、少し指定管理者に対する不安もあったが、実施してみると市民の評価も高く、よかったと思います。
（３）　中央図書館業務の一部民間委託について
（事務局）
図書館の地区館については、平成１７年度から段階的に指定管理者制度を導入して参りました。
中央図書館のあり方について、教育委員会で検討がなされたところです。
その結果、中央図書館については、本市の図書館行政の基幹的な業務を担うため、直営で運営することとしましたが、委託になじむ一部の業務については、民間委託するものとしております。
対象業務としては、一定の基準と知識をもとに実施できるものは委託対象業務としました。
直営業務としては、基本的な方針とか、選書、レファレンス等の基幹的な
業務についてはあくまでも市職員による直営としたものです。
委託実施時期は、平成１９年４月からを予定しております。
（委員）
委託後も、横の連絡・縦の連絡、お互いの連携とかは、うまくいくように考えていますか。
例えば、窓口業務は委託で、窓口業務の総括管理は直営となっていますが、電話のタライ回しが起こらないようなシステムを考えられていますか。
民間と市と、職員どうしの仕事上の人間関係がうまくいくようにしてほしいと思います。
（事務局）
それは、十分対応させていただきたいと考えています。
（委員）
業務の民間委託は、今回が初めてということですか。
（事務局）
現在でも、清掃や警備等は図書館においても民間委託しています。
（委員）
図書館業務については、初めてですか。
（事務局）
そうです。ただ、窓口業務の民間委託は、他都市でも行なわれています。
（委員）
中央図書館は、基幹業務はそのままで、貸出等一部民間委託ということで、サービス向上を図っていただけたらと思います。
（会長）
他に、ご意見などありませんか。
（委員）
資料『北九州市の図書館（年報）』の『展示』をみましたが、門司図書館や戸畑図書館で楽しそうな展示やコーナーがあると感じました。中央図書館はいかがですか。
（事務局）
各指定管理者は、それぞれご自分の実績や興味の領域で、公務員では発想し得ないような楽しい催しを行なっています。
今後、中央図書館も見習って、バラエティに富んだものを考えていきたいと思います。
（委員）
ブックスタートについて、年々予算が削減されているようですが、その理由をお伺いします。
（事務局）
ブックスタートは、平成１５年度にスタートしましたが、他指定都市に先駆けて実施したこともあり、最初の年は予算に余裕をみていました。
また、事業を開始する時は、ポスターや掲示板などの準備のための経費が必要でした。
さらに、開始時は、対象者のうち、実際、どれくらいの方が参加されるのかつかめませんでした。
従って、予算を削っていったわけではなく、実際の事業にみあった予算になってきたというところです。
（委員）
保育園は、ブックスタートの対象となっていますが、幼稚園はなっていません。案内だけでもいただけないですか。
（事務局）
現在、ブックスタート実施施設は、市内の図書館、保育所（園）、区役所です。
ブックスタートの対象は０歳から２歳までの赤ちゃんであり、保育所連盟のご協力をいただき、実施箇所としたものです。保育所の先生に読み聞かせをお願いしています。
幼稚園は少し年齢が高いということで、今のところは対象にしていませんが、ブックスタートのＰＲのポスターやチラシがあるので、それについてはＰＲへのご協力をお願いしたいと考えています。
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